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]ヽIany studies on the optirnization of trusses have been developed using t、vo―level ln thods
or sub―optirni3ations  As the obiect Of these studies is the application to practical bridges,
shapes obtained there are、ハァanting in generahty
ln this report, fundamental equations for optilnum shapes of paraneled Mァar en russes
subjected to constant allo、vable stress are derived analyticany,and some considerations on the
optirnum height―span ratio and a number of panel are described  These equations can be
expressed in non―d lnensional terms,so optirnized values obtained from theHュare of Ⅵァide use for























































y=α″L2/σα            (2)
ここで
Nが奇数の時













































































































































































体 積 の 総 和
Nが奇数の時
Nが偶数の時
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平行弦ワーレントラスの最適形状に関する基礎式 (長谷川)
論はこの中で部材断面決定に大きく影響する許
容応力だけを制約とし, しかもこれを一定値と
考えることによって, トラスの体積を目的関数
に選び平行弦ワーレントラスの最適値を解析的
に解き,無次元化された基礎式を導入したもの
である。これらの基礎式から得られた結論は次
のとおりである。
(1)弦材と斜材の体積は構高支間比の増大に
対しそれぞれ減少,増大する。この構高支間比
の中で両者の体積の和,すなわちトラス全体の
体積を最小とする最適構高支間比がある。
(2)最適構高支間比はパネル数が大きくなる
と遡夕こ/」 さヽいイ盲Lとなる。
(31 本論で使った3種の荷重では,2パネル
のトラスの最適形状は同一となり, この時 トラ
スの描く3角形は正3角形となる。
(4)パネル数が2を越えるトラスでは,最適
構高支間比は単一集中移動荷重,等分布移動荷
重そして等分布固定荷重の順に高い値を示す。
この差はパネル数が多いほど大きく,N=20で
20%程度異なっている。
本論で述べた基礎式は,実用的な設計で得ら
れる最適形状を検討する際,有効に使えるもの
と考えている。
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